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令和８年９月定例会一般質問発言通告表

発言
順序

氏名 　　齋　藤　和　文　　議員

発 言 項 目

激甚災害が頻発する中での人材登用の考え方につい
て。

　今後の専門職育成の考え方について。

専門家やアドバイザーの登用に関する考え方につい
て。

要　　　　旨

トイレトレーラーやコンテナトイレ、トイレカーについ
て。

　アンダーパスや冠水地域及び内水氾濫対策について。

国道、県道、市道を含め、想定される場所と規制の体
制について。

導入に対する課題（導入コストと財源確保、地方債や
交付金の活用）について。

資金の集め方について（クラウドファンディング・ふ
るさと納税など）。

　市内の設置箇所について。

　市民の利用頻度を上げるにはどうするのか。

　場所が分かりにくいという問題への対応について。

アンダーパスの侵入防止対策や水位センサーの設置に
ついて。

作成義務のある内水氾濫用の浸水想定区域図の完成時
期について。

　令和８年５月に調査を行ったが、その結果について。

　避難地周辺の安全性について。

区民館・公民館・公会堂・集会所の耐震性能につい
て。

富士宮市の防災対
策、防災事前事後対策
について

　クマ対策としての使用は考えているのか。

　一時避難地について。

　ドローンについて。

　土のうステーションについて。

　情報の可視化、民間事業者との連携について。

　職員育成や人材登用について。

スマートマップ焼津のような災害情報の可視化、見え
る化について。

　被災地での実績について。

　導入の検討について。

災害が頻発する現代において、どのような使用が想定
できるか（災害時・被災地への派遣・平常時）。

　所有台数と能力について。

民間資格と国家資格とあるが、今後の方向性につい
て。
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　設置施設の数について。

　管理方法や定期点検、清掃や修繕方法について。

雨水流出抑制施設やオリフィスの維持点検管理基準に
ついて。

小中学校通学路、生活道路、消防車等が使用する道路
としての認識はあるのか。

　火山対策について。

降灰可能性マップの降灰深について(北山浄水場・上
井出浄水場ほか)。

噴火時の対策、準備及び浄水場に降り注いだ場合の対
策について。

　市内養鱒場３か所の被害について。

　原因について。

発 言 項 目 要　　　　旨

　近年の整備状況について。

　区や町内会からの要望は挙がっているのか。

　民間の営利事業者間の情報伝達、情報共有について。

　整備の必要性について。

　過去に消防車等が通れなくなった事例はあるのか。

公共施設内・地下埋立て型調整池やオリフィスについ
て。

　学校プール内の回収方法について。

　防止策について。

　長貫区長見寺から楠金までの林道整備について。

　火山灰回収方法について。

氏名
発言
順序

　　齋　藤　和　文　　議員
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